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はじめに

2024年7月初旬，県道静岡焼津線大崩海岸付近の浜当目トンネル海
側の斜面において崩壊が発生
浜当目トンネルトンネル内においてひび割れが発生・拡大



浜当目トンネル付近の斜面変動について振り返る

• 崩壊に至る経緯
• 崩壊の特徴
• 崩壊地の地質
• 崩壊後の斜面変動

出典：県道静岡焼津線「浜当目トンネル」対策検討会（第1～3回）資料



崩壊に至る経緯・崩壊の特徴





県道静岡焼津線
「浜当目トンネル」対策検討会（第1回）資料



① 4月14日（日）の朝、利用者からのメール情報で浜当目トンネルのS32の海側側壁にう
き・はく離、はく落が発生していることが確認された。
② 4月15日（月）、緊急措置として小規模業務業者（新井工業）により剥離部の叩き落
とし作業が実施された。
③ 4月16日（火）、島田土木事務所によりひび割れの初期値計測が実施され、日常監視
による計測が続けられている（1回/日）。
④ 4月18日（木）、19日（金）に（株）長大で緊急点検（その1）、静岡県、施工総研に
よる現地確認を実施。4/26に静岡県、施工総研、（株）長大で緊急点検結
果の打合せを実施。変状部にFRPメッシュシート工を応急実施。
⑤ 4月19日にS24-25海側のうき・はく離を確認し、メッシュシートを施工した。
⑥ S32-S33海側のうき・はく離部（2.0m～2.8m）の倒壊防止のための緊急対策工案（当
て板工）を計画し、小規模工事で実施。
⑦ 5月8日（水）～5月10日（金）に（株）長大で緊急点検（その2）を実施。明瞭な変状
が認められない残り区間の点検、ひび割れ深さ確認、データ蓄積型自動ひ
び割れ計セット、まで実施。
⑧ 6月5日（水）、施工総研にて打合せ。変状特定のための今後の方針について協議。
⑨ 6月11日（火）、6月20日（木）に、現地で変状の進行を確認したため、応急措置を実
施。
⑩ 海側斜面に崩壊発生（7月1日夜間の可能性あり）

浜当目トンネル変状発生及び緊急対応経緯
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崩壊発生



2020/3/25 Google Earth



2020/8/5 Google Earth



2024/3/17 Google Earth



発災後



2024/3/17

2020/8/52020/3/25

Google Earth 発災後



時系列干渉SAR解析に
よる斜面変動の抽出



地理院地図



https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/

地すべり地形分布図



VIRTUAL SHIZUOKA



VIRTUAL SHIZUOKA



VIRTUAL SHIZUOKA



移動土塊が地内に残存
→地すべり的な動き

比較的撹乱

静岡→

←焼津 変状箇所



2024/3/17
Google Earth

移動土塊が地内に残存
→地すべり的な動き

崩壊後

→やや崩壊に近い

・土塊のかく乱が一部
みられる



崩壊地の地質





静岡側（崩壊・崩落的な特徴）





＊現在のすべり面は推定





焼津側（地すべり的な動き）





＊現在のすべり面は推定



発災後の斜面変動



トンネル内ひび割れ幅



地盤伸縮計











浜当目トンネル付近は以前から地すべり地形のようなものがして
いた
今回の崩壊個所は，「地すべり的な変動」（焼津側）と「土塊の
撹乱を一部伴う変動」（静岡側）という，２つの異なる土塊の挙
動がみられた。
このうちトンネルに亀裂をもたらしたのは静岡側の斜面変動
崩積土の下の基岩には脆弱層が何層か確認された。
昨年の7月以降はトンネルに大きな影響を及ぼすような斜面変動は
発生していない。

おわりに


